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2016年1月15日未明・・・ここで
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緑ナンバー・二種免許のステータスが崩壊

そして、私が事業用自動車の安全運行施策に
取り組むことになったきっかけに
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https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001968323.pdf
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https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001972012.pdf名古屋大学 加藤博和 2026/07/10 6



2026年3月31日策定
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コ
ロ
ナ
禍

2030目標

タクシー・軽貨物・貸切バスで増加傾向
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コ
ロ
ナ
禍

2030目標

タクシー・軽貨物・乗合バスで増加傾向
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従来の対策では手詰まりに

• 運転者不足による技量低下

• 運行管理者も不足

今後必要なのは・・・

 運転者確保

 車両の安全装備、運転支援

 運行管理の高度化・省人化

 安全確保のための組織体制

ICT・DXの活用
が期待される
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運転者の有効求人倍率の推移

職業運転者の不足は非常に深刻。高齢化も進む
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運転者の「働き方改革」
「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」の改善

不規則勤務のた
め、8時間/日、
40時間/週の労
基法規定が適用
できず、代わりに
「改善基準告示」
がある

1997年から変
更なく、厳しい労
働条件を強いて
いるとされ、運転
者不足の要因に

2024年4月に
改正（5年間の猶
予があったが、コ
ロナ禍が・・・）

本来は「2024年改善」なのだが・・・
残業が減り、給与が減ることによる離職も
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https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001970917.pdf
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運行管理高度化と、期待されるメリット

• 遠隔点呼

• 自動点呼

• 運行管理の一元化

 必要な運行管理者数が減る

 運行管理が的確・均質に実施できる
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自動点呼・遠隔点呼に関する主な課題
• 対面に比べ、運転者の状態把握やコミュニケーシ

ョンが十分にできない？

→画像・音声の鮮明化、体調異常の判断

• 管理する運転者が多くなる？

→運転者の特徴や履歴に応じた対応を支援する
データベース

※AIの活用が期待される

※事業者全体での把握・分析も必要

※運転手が自己チェックできる仕組みも有用

• 機器異常や通信不良が起きると困る？

→システム安定化、代替対応
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運行管理業務 ～出庫前～

独立行政法人自動車事故対策機構 運行管理者ハンドブック
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運行管理業務 ～出庫前～

独立行政法人自動車事故対策機構 運行管理者ハンドブック
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運行管理業務 ～出庫後～

独立行政法人自動車事故対策機構 運行管理者ハンドブック
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運行管理業務 ～帰庫後～ 業務量は膨大
一貫した支援
システムが必要

独立行政法人自動車事故対策機構 運行管理者ハンドブック
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地域交通法改正案 6月3日可決・成立、10日公布
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地域交通法改正案 6月3日可決・成立、10日公布
公布日後６か月以内に施行
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地域の輸送資源のフル活用（総動員）
• 白ナンバー・１種免許での運送が公共交通とし

て広がる可能性

 2026年：地域交通法の特定事業に「自動車地域
旅客運送サービス事業」追加

→ 安全面に懸念あり

• 一方、貨客混載は影が薄くなった

 2017年：制度創設（乗合バスは全国、貸切バス・タ
クシー・トラックは過疎地域限定）

 2023年：すべて全国で可能に

 ２０２０年：地域交通法の特定事業に「貨客運送効
率化事業」追加
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事業者協力型自家用有償運送

運行管理、予約配車システム活用で

安全確保・効率化・利便性向上が図れる
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地域の輸送資源のフル活用（総動員）
• 白ナンバー・１種免許での運送が公共交通とし

て広がる可能性

 2026年：地域交通法の特定事業に「自動車地域
旅客運送サービス事業」追加

→ 安全面に懸念あり

• 一方、貨客混載は影が薄くなった

 2017年：制度創設（乗合バスは全国、貸切バス・タ
クシー・トラックは過疎地域限定）

 2023年：すべて全国で可能に

 ２０２０年：地域交通法の特定事業に「貨客運送効
率化事業」追加
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「貨客混載」から「貨客混然」へ
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京都府京丹後市EV乗合タクシー
2015/10/1～2020/3/31

乗用許可でなく乗合許可＜区
域運行、地域公共交通会議で
協議＞）。それによっていろい
ろなことができる

京丹後市網野町・久美浜町
タクシー会社も積極的な
NPOもなく、某ライドシェア
プラットフォーマーも無関係

（注：これはバスです）
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• 「規制緩和」とは、空車時も
• 貨物運送が可能となったこと
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個別輸送の選択肢や活用の幅が広がった

• 一般乗合：地域公共交通会議で許可簡略化。運賃協議会(法改
正前は地域公共交通会議で行っていた)で運賃変更可能。貨客
混載もデフォルトで可能

• 一般乗用：2023年法改正で運賃協議会を用いて運賃変更可
能＜認可運賃と無関係に設定可能＞となった（特定・準特定地
域では不可）。貨客混載可能。事前確定運賃や相乗り（割り勘）
も可能

• 自家用有償（3号）日本版ライドシェア：タクシー(一般乗用)と同様

• 自家用有償（２号）公共ライドシェア：乗用タイプ＜１台あたり対
価（運賃）＞と乗合タイプ＜１人あたり対価＞のどちらも可能。地
域公共交通会議で対価を協議できる。一般乗用・一般乗合との
調整も可能。貨客混載可能。事業者協力型も使える

「交通空白」解消に有効
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TDBCが目指す、各モードで開発された
システムの他モード活用は、
まさに貨客混然と親和性あり

めさすは「貨客混然」を「当然」にすること

ITによって「人が移動する」「ものが
運ばれてくる」「店が動いてくる」
「遠隔でサービスを受ける」が
同じアプリで選択できるように
→つまり、業界も混然一体となる
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加藤博和

質問、問い合わせは下記で

kato@genv.nagoya-u.ac.jp Facebook: buskato
http://orient.genv.nagoya-u.ac.jp/kato/Jkato.htm

検索

みなさん、ぜひ、交通運輸サービスを、地域を、

そして日本をよくするため、ともにがんばりましょう！

Nagoya Univ. Regional Strategy Lab.
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